
心も体もリフレッシュ
大自然の中で体を動かし

被
災
地
で
の
ホ
ー
プ
ツ
ー
リ
ズ
ム
も

行程表

福島県（近畿日本ツーリスト関東）

猪苗代湖

鶴ヶ城

赤べこ

いわき震災伝承みらい館

東北３県　修学旅行モデルコース（２泊３日）提案

学校のリクエストに合わせられる
修学旅行に適した多数の見学地　

安
心
し
て
泊
ま
れ
る
宿
舎
も
充
実

行程表

宮城県（ＪＴＢ）

松島

鳴子峡

石巻震災学習

青葉城

１日目　６：　学校出発（貸し切りバス）
　　　　：　いわき市地域防災交流センター
　　　　　　　　いわき震災伝承みらい館
　　　　　　　　（見学、震災語り部による講話）
　　　　：　スパリゾートハワイアンズ
　　　　　　　　（昼食）
　　　　：　アクアマリンふくしま（見学）
　　　　：　磐梯横向温泉の旅館着

２日目　８：　旅館出発
　　　　９：　猪苗代湖（カヌー）
　　　　：　ホテルグランデコ（昼食）
　　　　：　四つの環境教育プログラム
　　　　：　磐梯横向温泉の旅館着
　　　　　　　　（赤べこ絵付け体験）

３日目　８：　旅館出発
　　　　９：　会津若松市内班別行動（飯盛山、
　　　　　　　　武家屋敷、鶴ヶ城、七日町、昼食）
　　　　：　学校着

面積は約平方㌔㍍と、日本国内で４番目に広い湖。湖水の透明
度が高く、「天鏡湖

てんきょうこう

」とも呼ばれる。湖のほとりから雄大な磐梯
山が望める。カヌー体験は手軽に楽しむことのできる裏磐梯の定番
アウトドアスポーツ

　
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
関
東

つ
く
ば
支
店
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
へ
の
対

応
と
し
て
、
隣
県
、
近
場
へ
の

修
学
旅
行
を
提
案
し
て
い
る
。

今
秋
に
は
、
茨
城
県
内
の
学
校

が
福
島
県
を
訪
れ
る
旅
を
催
行

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
、
修
学
旅
行
の

在
り
方
は
一
変
し
た
。
現
在
は

感
染
状
況
を
踏
ま
え
、
各
学
校

に
お
い
て
感
染
状
況
を
見
極
め

な
が
ら
、
例
え
ば
春
か
ら
秋
以

降
へ
の
実
施
時
期
の
変
更
や
同

一
都
道
府
県
内
、
隣
県
な
ど
近

距
離
で
の
実
施
、
旅
程
の
短
縮

な
ど
、
実
施
方
法
の
変
更
も
検

討
し
な
が
ら
催
行
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

多
く
の
生
徒
が
外
出
を
自
粛

し
、
体
を
動
か
せ
ず
に
い
る
。

今
秋
に
実
施
予
定
で
あ
る
福
島

県
を
訪
れ
る
修
学
旅
行
で
は
、

集
団
に
よ
る
密
や
飛
沫
感
染
な

ど
の
感
染
リ
ス
ク
を
除
い
た
上

で
、
大
自
然
の
中
で
体
を
動
か

し
、
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
。

被
災
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

た
ホ
ー
プ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
、
持

続
可
能
な
自
然
と
人
間
の
共
生

を
考
え
る
自
然
体
験
・
環
境
学

習
、
班
別
行
動
を
行
い
な
が
ら

会
津
の
幕
末
の
歴
史
か
ら
あ
り

た
い
自
分
を
創
造
す
る
歴
史
学

習
を
行
う
な
ど
、
今
後
の
生
徒

の
成
長
に
つ
な
が
る
多
様
な
学

び
、体
験
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　
１
日
目
は
、
朝
に
茨
城
県
つ

く
ば
市
に
あ
る
学
校
か
ら
バ
ス

で
出
発
し
、
福
島
県
南
部
で
太

平
洋
に
も
面
す
る
い
わ
き
市
に

向
か
う
。
バ
ス
車
内
は
、
感
染

症
対
策
と
し
て
、
１
人
２
席
を

用
意
し
て
い
る
。

　
い
わ
き
市
で
は
、
地
震
、
津

波
に
加
え
、
原
発
事
故
が
重
な

る
と
い
う
未
曽
有
の
複
合
災
害

に
見
舞
わ
れ
た
い
わ
き
市
の
震

災
の
記
憶
や
教
訓
を
伝
え
る

「
い
わ
き
市
地
域
防
災
交
流
セ

ン
タ
ー
」
「
い
わ
き
震
災
伝
承

み
ら
い
館
」
を
訪
問
。
一
度
に

大
人
数
が
館
内
に
入
る
こ
と
で

密
を
作
ら
な
い
よ
う
に
、
２
館

に
分
か
れ
て
館
内
見
学
を
行

う
。
館
内
で
は
、
今
年
で

年

を
迎
え
る
東
日
本
大
震
災
発
生

当
時
の
状
況
や
復
興
に
向
け
た

取
り
組
み
の
様
子
を
伝
え
る
震

災
関
連
資
料
を
映
像
や
パ
ネ
ル

な
ど
を
通
じ
て
学
ぶ
。
ま
た
、

東
日
本
大
震
災
を
実
際
に
体
験

し
た
い
わ
き
語
り
部
の
会
に
よ

る
、
震
災
語
り
部
に
よ
る
講
話

を
聴
講
。
被
災
地
の
現
状
や
復

興
へ
の
歩
み
な
ど
、
生
の
声
か

ら
認
識
を
深
め
る
。

　
昼
食
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
と
し
て
充
分
な
ス
ペ

ー
ス
が
確
保
で
き
る
ス
パ
リ
ゾ

ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
で
。
「
夢

の
島
ハ
ワ
イ
」
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
リ
ゾ
ー
ト
施
設
で
人
気
の
ロ

コ
モ
コ
セ
ッ
ト
を
堪
能
す
る
。

　
午
後
は
、
東
北
最
大
級
の
楽

し
く
学
べ
る
体
験
型
水
族
館

「
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
」

を
訪
問
。
潮
目
の
海
を
テ
ー
マ

に
黒
潮
大
水
槽
の
マ
イ
ワ
シ
と

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
群
れ
や
福

島
の
海
で
取
れ
る
タ
カ
ア
シ
ガ

ニ
な
ど
、
８
０
０
種
を
超
え
る

生
物
を
鑑
賞
、
生
き
物
と
の
触

れ
合
い
体
験
な
ど
を
楽
し
む
。

　
２
日
目
は
、
バ
ス
で
宿
舎
を

出
発
し
、
猪
苗
代
湖
（
会
津
若

松
市
）
、
小
野
川
湖
（
北
塩
原

村
）
ま
で
移
動
。
裏
磐
梯
で
の

定
番
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
る「
カ
ヌ
ー
」を
体
験
す
る
。

ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
体
で
体
感

で
き
る
四
つ
の
環
境
プ
ロ
グ
ラ

ム
①
地
球
の
道
②
裸
足
の
道
③

緑
の
教
室
④
石
の
地
球
―
を
体

験
す
る
。
裸
足
で
芝
生
を
歩
い

た
り
す
る
ほ
か
、
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
か
ら
森
の
大
切
さ
を
学

べ
る
講
義
を
受
け
る
な
ど
、
五

感
を
全
開
に
し
な
が
ら
さ
ま
ざ

ま
な
学
び
、体
験
が
で
き
る
。昼

食
は
、
体
を
動
か
し
た
後
に
高

た
ん
ぱ
く
質
で
満
足
感
た
っ
ぷ

り
な
カ
ツ
カ
レ
ー
を
味
わ
う
。

　
最
終
日
は
、
宿
舎
か
ら
バ
ス

で
会
津
若
松
市
内
ま
で
移
動

し
、
班
別
行
動
を
実
施
。
会
津

の
シ
ン
ボ
ル
「
鶴
ヶ
城
」
や
白

虎
隊
ゆ
か
り
の
地「
飯
盛
山
」、

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
「
さ
ざ
え
堂
」
な
ど
歴

史
に
名
高
い
ス
ポ
ッ
ト
や
史
跡

を
巡
る
。
昼
食
は
、
地
元
の
食

材
を
使
用
し
た
「
焼
肉
わ
っ
ぱ

御
膳
」
を
い
た
だ
く
。

　
宿
泊
は
、
磐
梯
横
向
温
泉
・

森
の
旅
亭
マ
ウ
ン
ト
磐
梯
（
福

島
県
猪
苗
代
町
）
を
全
館
貸
し

切
り
に
し
て
連
泊
。
館
内
で
は

１
人
２
畳
以
上
を
確
保
し
、
大

浴
場
で
は
他
の
旅
行
者
の
接
触

が
な
く
安
心
し
て
入
浴
で
き
る

環
境
を
用
意
し
た
。
２
日
目
の

夕
食
後
に
は
、
福
島
の
伝
統
工

芸
の
体
験
と
し
て
「
赤
べ
こ
絵

付
け
体
験
」
を
行
う
。

　
福
島
県
で
は
こ
の
ほ
か
、
農

家
民
泊
、
国
際
教
育
、
ス
キ
ー

学
習
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
体
感
で
き
る
。
従
来

は
、
京
都
・
奈
良
が
定
番
だ
っ

た
が
、
同
等
以
上
の
体
験
が
で

き
る
同
県
は
、
来
年
以
降
も
有

力
な
候
補
地
と
な
る
。会津若松市のシンボル。正式な名称は「若松

城」。年に取り壊されたが、年に再建
され、年には赤瓦のふき替えが完了した

赤い牛の形をした会津地方の張り子玩具。子ど
もの魔避けとして用いられてきた。会津若松市
内には絵付け体験ができる施設も多い

坪田奈緒氏
　近畿日本ツーリスト関東つ
くば支店に勤務。年４月
に入社。主に教育旅行営業担
当。安全安心、思い出に残る
修学旅行をモットーに仕事に
従事している。人との出会い
をとても大切にしており、
「一期一会」を座右の銘とし
ている。

東日本大震災で複合災害にあったいわき市の当
時の記憶や教訓を伝える施設。被災地の今を話
す「震災語り部」による講話プログラムも用意

１日目　６：　学校出発（貸し切りバス）
　　　　：　松島観光物産館（昼食）
　　　　：　瑞巌寺（見学）
　　　　：　班別自主研修
　　　　：　松島クルーズ（貸し切り遊覧船）
　　　　：　松島海岸のホテル着

２日目　８：　旅館出発（貸し切りバス）
　　　　９：　石巻震災学習
　　　　：　平泉レストハウス（昼食）
　　　　：　中尊寺（見学）
　　　　：　毛越寺（見学）
　　　　：　鳴子温泉の旅館着

３日目　８：　旅館出発
　　　　９：　青葉城（見学）
　　　　：　まるかつ（昼食）
　　　　：　アクアマリンふくしま
　　　　　　　　　　　　（班別行動）
　　　　：　学校着

日本三景の一つに数えられる景勝地。奥州行脚で訪れた松尾芭蕉も、
その美しさに感動したという。松島湾に浮かぶ大小余りの島々
を望める場所は「四大観

しだいかん

」と呼ばれている名所

宮城県の名勝に指定されている鳴子峡。その鳴
子峡を含む荒雄川上流に鳴子温泉、東鳴子温泉、
川渡温泉などの鳴子温泉郷がある

　　　　＊写真提供＝．みらいサポート石巻

語り部と一緒に石巻の街を歩き、震災時の状況
や教訓を学ぶプログラム

独眼竜として知られる初代仙台藩主・伊達政宗
が年に築いた仙台城（青葉城）。その城址
の天守台には政宗公騎馬像が立つ

　
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
出
発
の

約
１
カ
月
前
に
他
方
面
か
ら
行

き
先
を
変
更
し
た
、
栃
木
県
の

中
学
校
が
実
施
し
た
コ
ー
ス
で

あ
る
。
行
き
先
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
候
補
地
が
あ
っ
た
中
か
ら

宮
城
県
を
中
心
と
し
た
２
泊
３

日
の
修
学
旅
行
を
実
施
し
た
。

そ
の
理
由
は
、
修
学
旅
行
に
適

し
た
見
学
地
が
多
数
あ
り
、
学

校
か
ら
の
多
岐
に
わ
た
る
リ
ク

エ
ス
ト
に
合
わ
せ
た
見
学
地
を

選
択
で
き
る
た
め
だ
。
ま
た
、

栃
木
県
か
ら
は
バ
ス
で
も
東
北

新
幹
線
で
も
行
く
こ
と
が
で

き
、
全
体
の
行
程
や
予
算
に
合

わ
せ
た
交
通
手
段
を
選
べ
る
こ

と
も
決
定
要
因
の
一
つ
で
あ
っ

た
。

　
行
程
に
つ
い
て
は
、
歴
史
学

習
、
震
災
学
習
、
班
別
活
動
と

さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
た
。
そ
の
中

で
、
生
徒
が
最
も
楽
し
み
に
し

て
い
る
班
別
活
動
は
、
有
事
の

際
に
す
ぐ
対
応
が
で
き
る
よ
う

に
、
徒
歩
で
移
動
が
で
き
る

「
松
島
」
と
「
ア
ク
ア
マ
リ
ン

ふ
く
し
ま
」
で
実
施
し
た
。
事

前
学
習
で
班
ご
と
に
計
画
を
立

て
、
当
日
活
動
す
る
こ
と
で
主

体
性
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
の

が
、
班
別
活
動
の
狙
い
だ
。
そ

の
狙
い
に
よ
っ
て
、
複
数
の
観

光
地
を
自
発
的
に
見
学
す
る
だ

け
で
な
く
、
計
画
し
た
時
間
と

実
際
の
時
間
が
ズ
レ
て
し
ま
っ

た
際
の
対
応
力
も
養
え
た
。

　
日
本
三
景
の
一
つ
で
あ
る
松

島
は
、
食
事
、
班
別
活
動
、
見

学
、体
験（
貸
し
切
り
遊
覧
船
）

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
で
き
る
こ
と
、
移
動
時

間
や
旅
行
費
用
を
節
約
で
き
る

こ
と
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
。

徒
歩
圏
内
に
こ
れ
だ
け
の
見
学

地
が
集
ま
っ
て
い
る
観
光
地
は

全
国
的
に
見
て
も
珍
し
い
。
街

全
体
が
落
ち
つ
い
て
お
り
治
安

も
良
く
、
修
学
旅
行
の
見
学
先

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
場
所
だ
。

　
今
回
は
松
島
に
約
４
時
間
滞

在
し
、
松
島
観
光
物
産
館
で
仙

台
名
物
の
「
牛
タ
ン
」
を
食
べ

た
後
、
松
島
の
海
を
背
景
に
ク

ラ
ス
の
写
真
を
撮
影
。
瑞
巌
寺

を
現
地
ガ
イ
ド
に
案
内
し
て
も

ら
い
、
班
別
自
由
行
動
で
ア
イ

ス
な
ど
の
軽
食
を
食
べ
た
り
、

お
土
産
も
購
入
し
た
り
し
た
。

最
後
は
貸
し
切
り
遊
覧
船
で
松

島
の
海
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で

き
、
生
徒
に
と
っ
て
最
高
の
思

い
出
に
な
っ
た
と
思
う
。

　
宿
泊
地
に
も
こ
だ
わ
っ
た
。

１
泊
目
の
ホ
テ
ル
は
松
島
に
あ

る
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
の
ホ
テ

ル
を
手
配
。
栃
木
県
は
海
な
し

県
で
あ
る
た
め
、
絶
景
に
感
動

す
る
生
徒
が
多
く
、
非
常
に
好

評
だ
っ
た
。
２
泊
目
は
宮
城
県

北
部
に
位
置
す
る
鳴
子
温
泉
に

宿
泊
。
日
本
文
化
で
あ
る
温
泉

旅
館
に
宿
泊
し
、
旅
館
な
ら
で

は
の
お
も
て
な
し
や
風
情
を
味

わ
え
た
。
宿
泊
施
設
を
決
め
る

際
に
は
施
設
側
が
修
学
旅
行
の

受
け
入
れ
に
慣
れ
て
い
る
か
、

が
と
て
も
重
要
だ
。
そ
の
点
、

宮
城
県
は
修
学
旅
行
受
け
入
れ

宿
舎
が
充
実
し
て
い
る
。
今
回

宿
泊
し
た
２
施
設
と
も
円
滑
な

打
ち
合
わ
せ
と
、
柔
軟
な
対
応

を
し
て
も
ら
い
、
安
心
し
て
宿

泊
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
宮
城
県
を
選
ぶ
メ
リ
ッ
ト

は
、
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
。

例
え
ば
、
震
災
学
習
が
充
実
し

て
い
る
点
だ
。
今
回
は
石
巻
で

東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
の
震

災
学
習
を
実
施
。
現
地
で
被
災

を
受
け
た
方
と
一
緒
に
石
巻
の

街
を
歩
き
、
震
災
前
の
生
活
か

ら
震
災
時
の
出
来
事
や
今
ま
で

の
思
い
、
震
災
か
ら
学
ん
だ
こ

と
な
ど
を
話
し
て
も
ら
っ
た
。

涙
を
流
し
な
が
ら
聞
く
生
徒
も

多
数
お
り
、
現
地
で
聞
く
か
ら

こ
そ
リ
ア
ル
に
伝
わ
る
と
強
く

感
じ
た
。
こ
の
震
災
学
習
を
通

し
て
、
生
徒
た
ち
に
は
命
の
大

切
さ
や
災
害
時
に
命
を
守
る
行

動
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
機
会
と
な
れ
ば
う
れ
し
い
。

　
そ
れ
以
外
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
海
、
山
、
大
地
の
豊
か
な

自
然
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

だ
け
で
な
く
、
青
葉
城
な
ど
で

歴
史
、
文
化
を
学
べ
る
点
も
挙

げ
ら
れ
る
。
今
回
は
行
け
な
か

っ
た
が
、
伊
達
政
宗
公
の
霊
廟

で
あ
る
瑞
鳳
殿
や
温
泉
・
御
釜

で
有
名
な
蔵
王
、
仙
台
の
奥
座

敷
と
呼
ば
れ
る
秋
保
温
泉
な
ど

た
く
さ
ん
の
見
所
が
あ
る
。
教

科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
史
跡
を
実
際
に
自
分
の
目
で

見
て
感
じ
ら
れ
る
の
は
非
常
に

大
き
な
学
習
メ
リ
ッ
ト
だ
。
ま

た
、
学
校
で
も
取
り
扱
う
こ
と

が
増
え
て
き
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
複
数
あ
る

た
め
、
学
校
の
方
針
に
合
わ
せ

て
提
案
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。

　
修
学
旅
行
は
学
校
を
飛
び
出

し
て
、
非
日
常
の
空
間
で
学
習

し
、
思
い
出
を
作
る
特
別
な
行

事
だ
。
宮
城
県
で
過
ご
し
た
こ

の
３
日
間
が
生
徒
た
ち
に
と
っ

て
刺
激
的
で
あ
り
、
人
生
の
何

か
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
う
れ

し
い
。
こ
れ
か
ら
も
旅
行
と
い

う
文
化
が
発
展
す
る
一
助
と
な

る
べ
く
精
一
杯
努
め
た
い
。

　平根幸弥氏
　ＪＴＢ宇都宮支店に勤務。
年４月入社、今年６年目。
自身の高校修学旅行中に東日
本大地震が起こり、帰りの羽
田空港で帰宅難民になり貸し
切りバス車中泊を経験。その
際のあっせん業者であったＪ
ＴＢの添乗員の対応に憧れて
入社。

（１３） 第３０９４号第３種郵便物認可２０２１年（令和３年）９月４日（土曜日）


